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調査結果 

調査時の水温は表層で 26.88～31.66℃、10mで 21.98～28.39℃、底層で 17.38～22.12℃

の範囲にあり、表層はかなり高め、10m は平年より高め、底層は平年よりやや高めであっ

た。 

塩分は表層で16.741～30.159PSU、10mで26.327～32.958 PSU、底層で31.849～33.529 PSU

の範囲にあり、表層は平年よりやや高め、10mと底層は平年並であった。 

ＤＯ（溶存酸素濃度）は表層で 6.77～9.23mg/L、10mで 1.42～5.50 mg/L、底層で 0.03

～3.24 mg/L の範囲にあり、表層、10m及び底層は平年よりやや低めであった。 

 

 

平年値との比較について 

平年値＋2.5以上  ：かなり高め 

平年値＋1.5～2.5 ：高め 

平年値＋0.5～1.5 ：やや高め 

平年値±0.5  ：平年並 

平年値－0.5～1.5 ：やや低め 

平年値－1.5～2.5 ：低め 

平年値－2.5以上  ：かなり低め 

単位は水温が℃、塩分が PSU、DO が mg/L 

 

 

 

 

 

 

浅海定線観測点及び航跡図 



 

 

水温・塩分・DOの水平分布 
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（スプライン法で作図） 








